
 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

「緑が育む 水とみどりあふれる ふるさと秦野」 

 

○みどりの減少 

・緑地面積【平成２７年】7,576.6ha ⇒【令和２年】7,428.8ha（147.8ha 減少） 

⇒【課題】現存するみどりを守りつつ、質の高いみどりの確保。樹林の適正管理・活用。 

自然共生サイトなどの新しい制度などによる緑地保全等の推進。 

○生物多様性に配慮した環境づくり 

・生き物の里【令和６年】７か所    ・準・生き物の里（はだの生き物ベース）の設定 

⇒【課題】生き物の里の環境維持、水とみどりのふれあいネットワークの形成、 

はだの生き物ベースの周知 

○みどりの活動への参加状況 

・公園美化ボランティア（里親制度）団体数 【令和５年９月末】59 団体 

⇒【課題】活動を継続するための支援、担い手の育成・活用 

 

秦野市みどりの基本計画策定に係る考え方 

 

○秦野市総合計画はだの 2030 プラン：人口規模の想定 令和１２年（2030 年）157,000 人 

名水の里の豊かな自然と共生し安全・安心に暮らせるまちづくりを目指す 

○秦野市都市マスタープラン：都市の持続可能性の確保、広域的交通環境への対応、自然環境の

保全、安全・安心・快適性の確保、景観に配慮したまちづくり 

○第３次秦野市環境基本計画：地域循環共生圏の構築、担い手の確保・育成 

○秦野市地球温暖化対策実行計画：２０５０年ゼロカーボンシティへの挑戦 

○秦野市地下水総合保全管理計画：名水百選「秦野盆地湧水群」をはじめとする湧水・地下水の量

と質の保全、健全な水循環の維持、名水に身近に接することができる親水施設の整備 

○ネイチャーポジティブ宣言：令和７年（2025 年）３月予定 

秦野市の上位・関連計画 

秦野市のみどりの現況 

 

 

社会情勢または国の動向の変化 

環境への負荷が小さい 

カーボンニュートラル都市 
 
・CO2 吸収源としての役割

を担うみどりの量の確保 

人と自然が共生するネイチャーポ

ジティブを実現した都市 
 
・生物多様性に配慮したエリ

アの拡大、生態系ネットワ

ークの確保 

・適切な樹林更新等による

みどりの質の向上 

Well-being が実感できる

水と緑豊かな都市 
 
・精神的・身体的な健康の増

進、コミュニティの醸成 

・グリーンインフラによる災

害にも対応した持続可能

な都市づくり 

 

【アンケート調査結果】 

○みどりの基本計画の中で重要だと思う取組 

【第１位】大切な森や林などの保全再生 

【第２位】公共施設の緑化、公園、緑地の整備 

【第３位】大切な田畑の保全と農業の振興 

○芝生・木かげ・草花があり、やすらぎを感じる

公園に高い需要 

○生物多様性を保全するために、子ども達への

環境学習を希望する割合が高い 

秦野市民の意向  

【生物調査員ヒアリング結果】 
○秦野市本来の生態系や生物の生息・生育環

境など、生物多様性の意義を広く市民へ普

及啓発する必要あり 

○ヤマビル、ジャンボタニシの駆除をする際に

は、他の生物・植物に配慮した方法を希望 

○調査員の高齢化により担い手が不足してお

り、担い手の育成、活動への支援が必要 

 

本計画がめざす、みどりの目標像（案） 

 

 

 

 

 

 

基本方針（案） 

みどりを 

守ろう 

みどりを 

創ろう 

みどりを 

知ろう 

みどりを 

生かそう 

人口減少・ 

超高齢社会 
地球温暖化 

生物多様性へ

の配慮 

既存ストックの

老朽化 

気候変動・ 

災害激甚化 

 

○みどりの持つ多様な機能の発揮：自然環境保全や生き物が生息・生育する場所としてのみどり

の確保はもとより、CO2 吸収源としてのみどりの確保、グリーンインフラの活用、コミュニティ活

動や健康づくりの場としてのみどりの活用など、みどりの持つ多様な役割に着目したまちづくり

を進めます。 

○魅力あるみどりの活用：表丹沢などの秦野市の地域特性を活かし、魅力ある質の高いみどりの

まちづくりを進めます。 

○協働の仕組みづくり：緑化に係る人的資源や財源には限りがあるため、より効果的な手法や、市

民・事業者など様々な主体を巻き込んだ協働の仕組みづくりを進めます。 

計画策定における課題とその対応への視点 

みどりと 

暮らそう 

・森や林、田畑を守り、ネイチャーポジティブを実現したまちづくりを進めます。 

キーワード：樹林保全地区、地域性緑地、自然環境保全地域、農業振興地

域、自然共生サイト、準・生き物の里（はだの生き物ベース） 

・まちのなかの緑を増やし、心なごむ景観をつくります。 

キーワード：公園、施設緑地、まちづくり条例、景観条例、緑化重点地区 

・緑化や生物多様性の知識について普及・啓発する環境教育を進めます。 

キーワード：環境教育、みどり月間、緑化思想普及 

・水とみどりのふれあいネットワークをつくります。 

キーワード：水辺緑地整備、グリーンインフラ、災害レジリエンス、雨水貯留 

・市民、事業者等の多様な主体と協働してみどりの活動を進めます。 

キーワード：公園里親制度、緑化ボランティア、秦野市みどり基金 

R7.2.4 AAS 作成 

※秦野市みどりの基本計画には「秦野市生物多様性地域戦略」が包括されています。 
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